
（1）広報「おんが」

祷’競′吊＼
発　行　昭和52年5月10日　　発行所　遠賀町役掲庶務課　　印　刷　冷卒園印刷合資会社

∴∴ 綴＼＼＼誉 � �∴∴∴；∴∴「∴： 擬鰯緩瀦‾ 

萎縮 iと＿癒〝 

熱　演、熱　唱
（中央公民館での「春のジョイフルコンサート」の一コマ）
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人のうこき（謹撰鷺）
人　　口　11，076人（＋193）

男　　　　5，296　（＋95）

女　　　　5，780　（十98）

博語数　　　3，047戸（＋44）

（）内は前月比

⑤（9　2

日　ri　日

5月のこよみ花
∴
膳
　
　
ぼ
た
ん
（
龍
買
）

誕
牛
石
　
エ
メ
ラ
ル
ド
（
幸
福
）

5
月
の
番
簡
用
諮

新
緑
、
若
葉
、
浦
風
、
更
衣
、

五
月
掘
れ
、
風
か
お
る

吹
く
風
も
妻
め
い
て

八
十
八
夜

憲
法
記
念
日

こ
ど
も
の
口

皐
　
月
（
さ
つ
き
）

苗
を
構
え
る
月
、
早
箇
月
を
つ
づ

め
て
五
月
を
虫
月
と
い
う
。
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参議庭議員定数∴852名

明　る　い未来へ、あ　な　たの一票
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第
日
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け
て
一

子
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今
回
の
参
議
院
選
挙
が
重
要
な
恵
味

を
持
っ
て
い
る
と
云
わ
れ
る
理
由
は
、

す
で
に
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
院
内
で
の
保
守
・

革
新
の
勢
力
分
野
が
非
常
に
接
近
し
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

参
議
院
で
は
、
自
由
民
主
党
陥
、
日

本
社
会
党
軌
、
公
明
党
2
4
、
日
本
共
産

党
2
0
、
民
社
党
1
0
、
新
自
由
ク
ラ
ブ
1

無
所
属
7
、
欠
員
3
、
計
織
議
席
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
今
回
改
選
さ
れ
ろ
参
議

院
議
員
は
、
全
国
区
5
0
、
地
方
区
7
6
（

う
ち
福
岡
県
は
3
議
席
）
の
計
鵬
議
席

です。参
議
院
の
過
半
数
は
聞
議
席
で
す
か

ら
、
今
回
の
選
挙
結
果
に
よ
っ
て
は
保

革
の
勢
力
が
逆
転
す
る
こ
と
も
あ
り
得

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
保
守
に
し
ろ
、
革
新
に
し

ろ
、
そ
の
選
択
は
国
民
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
一
人
で
も
多
く

の
有
権
者
が
毀
粟
に
参
加
し
、
こ
の
有

権
者
の
選
択
に
よ
っ
て
国
の
政
治
が
決

定
す
る
わ
け
で
す
。

今
回
の
参
韻
成
就
員
選
挙
の
も
つ

意
味参

議
院
議
員
選
挙

は
、
過
去
他
の
選
挙

と
比
較
し
て
一
般
に

低
調
で
し
た
。

し
か
し
棄
権
の
理

由
は
何
で
あ
れ
、
自

ら
の
橘
利
を
放
棄
し

て
よ
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。
「
政
治
は
国

民
一
人
一
人
が
こ
ぞ

っ
て
参
加
」
す
る
と

こ
ろ
に
、
国
民
の
も

の
と
な
り
、
国
民
の

た
め
の
政
治
が
行
わ

れ
る
の
で
す
。

景
気
、
物
価
対
策
、
棚
海
里
関
頭
等

内
政
・
外
交
両
面
に
わ
た
っ
て
多
く
の

重
要
課
題
が
国
政
の
場
に
お
い
て
解
決

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
日
ほ
ど
生
活
と
政
治
と
の
結
び
つ

き
が
、
実
感
と
し
て
身
近
か
に
感
じ
ら

れ
る
と
き
は
、
か
つ
て
な
か
っ
た
で
し

ょ
ー
つ
。こ

の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
も
、
今

こ
れ
ま
一
－
し
選
挙
に
は
す
い
小
人
お
金

が
か
か
る
と
い
う
謡
を
古
に
し
ま
す

が
、
確
か
に
選
挙
運
動
し
か
わ
る
費
用

も
人
件
質
を
は
じ
め
石
板
で
－
ス
タ
ー

な
ど
物
価
の
上
昇
に
よ
っ
て
高
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
選
挙
に
お
金
が
か
か
る
と

云
う
慈
味
は
、
ふ
だ
ん
選
挙
区
内
の
有

権
者
に
対
す
る
つ
き
合
い
や
、
有
縮
者

進
協
談
会
委
員
の
水
燐
安
正
氏
を
講
師

に
政
治
撃
級
が
開
催
さ
れ
、
0
0
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

明
る
い
診
議
院
選
挙

推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

自
身
の
汚
職
と
い
う

べ
き
蹟
収
・
供
応
な

ど
の
選
挙
違
反
が
主

因
で
、
私
た
ち
有
権

者
の
反
省
を
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
婦
人
会
政

治
学
級
の
開
催

－
高
ま
る
婦
人
層

の
政
治
熱
－

明
る
く
き
れ
い
は

選
挙
は
、
選
挙
の
と

き
ば
か
り
で
な
く
、

選
挙
の
な
い
ふ
だ
ん

回
の
参
鶏
院
選
挙
は
、
今
後
の
日
本
の

政
治
の
方
向
づ
け
を
す
る
う
え
で
韮
要

な
選
挙
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
を

選
挙
は
、
有
権
者
の
自
由
に
よ
っ
て

明
る
く
き
れ
い
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
正
し
い

権
利
の
行
使
を
阻
誓
す
る
一
切
の
摘
実

供
応
等
不
正
手
段
に
よ
る
選
挙
を
一
掃

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

の
と
き
か
ら
、
み
ん
な
が
お
金
の
か
か

ら
な
い
正
し
い
選
挙
を
心
か
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
実
現
す
る
も
の

です。遠
賀
町
婦
人
会
の
政
治
学
級
は
、
政

治
意
識
の
向
上
と
選
挙
懇
親
の
向
上
と

選
挙
啓
発
を
目
途
に
日
常
活
動
と
し
て

議
会
傍
聴
や
県
政
教
室
な
ど
に
出
席
、

研
究
熱
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、

去
る
3
月
に
は
福
岡
県
明
る
い
選
挙
推

福
間
娯
選
挙
管
理
委
員
会
、
選
挙
を

き
れ
い
に
す
る
国
民
運
動
福
間
県
本
部

な
ど
4
団
体
は
、
去
る
4
月
2
6
日
福
岡

市
語
気
ホ
ー
ル
で
、
県
内
市
町
村
選
管

委
員
な
ど
千
五
百
名
出
席
の
も
と
に
、

「
明
る
い
参
議
院
選
挙
を
期
し
て
」
推

進
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

開
会
行
由
と
し
て
は
、
識
漠
会
、
想

見
発
表
（
那
珂
川
的
政
治
学
級
生
は
か

1
名
）
大
会
宣
言
の
ほ
か
福
岡
市
天
神

通
り
を
須
崎
公
園
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
く

り
広
げ
、
参
議
院
選
の
舐
要
蛙
と
明
る

い
参
議
院
選
挙
の
推
進
を
呼
び
か
け
ま

した。
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第3回男子Iルーポール大会成績
旧　停

第1回女子Iルーボール大会成績
虫　生津　　　　　　　　　2 
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中央公民館、教育委員会の電話番号は（3）1355－6

籍
3
回
男
子

第
1
回
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
成
績

水
の
事
故
か
ら

幼
児
を
守
り
ま
し
ょ
う

4
月
1
7
日
、
遠
賀
中
学
綬
体
育
館
で
1
3
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
、
4
月
2
4
日
に
は
1
2
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
両
大
会
と
も
、
午
後
6
時
0
0
分
ま
で
熱
戦
が

く
り
広
げ
ら
れ
、
男
子
は
旧
倍
、
女
子
は
虫
生
津
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

松
ノ
本

若

　

松

旧

　

停

浅

　

水

尾

　

崎

木

　

守

今
古
賀

老

　

良

広

　

漠

別

　

府

虫
生
津

遠
賀
川

浅

　

木

広

　

波

遠
賀
川

若

　

松

新

　

町

出
生
浄

ぺ
ん
豊

旧

　

停

別

　

府

上
別
府

尼

　

崎

木

　

守

合
古
賀

暖
か
く
な
っ
て
く
る
と
、
子
供
に
と

っ
て
は
た
の
し
い
水
遊
び
の
シ
ー
．
ス
ン

と
な
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
時
期
は
子
供

の
水
の
事
故
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま

す
。
幼
児
は
水
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
な

い
こ
と
が
多
く
、
水
辺
で
遊
ん
で
い
る

う
ち
に
転
落
す
る
こ
と
が
多
い
も
の
で

す。
幼
児
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め
、

。
幼
児
の
水
遊
び
に
は
必
ず
大
人
が
監

視
に
つ
く

o
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
ろ
幼
児
を

見
か
け
た
ら
注
憲
し
て
や
め
さ
せ
る

。
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
な
ぜ
危
い
か
具
体

的
に
教
え
て
近
づ
か
な
い
よ
う
に
注

慈
し
て
お
く

な
ど
、
家
庭
と
地
域
の
人
々
が
協
力

し
あ
っ
て
注
慈
し
ま
し
ょ
う
。

▽
消
防
1
1
9
コ
ー
ナ
ー
△

風
呂
の
空
だ
さ
に
よ
る

火
災
を
防
ご
う

近
ご
ろ
は
風
呂
の
燃
料
と
し
て
薪
や

石
炭
、
石
油
や
ガ
ス
な
ど
多
種
多
様
な

も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
石

油
や
ガ
ス
釜
は
、
点
火
し
た
後
は
手
数

が
省
け
る
気
や
す
き
か
ら
か
、
注
意
が

そ
れ
て
水
も
れ
に
気
付
く
の
か
遅
れ
、

空
た
き
に
よ
る
火
災
が
多
く
な
っ
て
い

ます。風
呂
を
わ
か
す
と
き
は
、
空
だ
き
し

な
い
よ
う
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
火

災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

∇
栓
が
古
く
な
っ
て
痛
ん
で
ま
せ
ん
か

▽
栓
が
完
全
に
し
ま
っ
て
い
ま
す
か

▽
点
火
す
る
前
に
水
が
十
分
入
れ
て
あ

る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

▽
わ
か
ず
間
に
水
も
れ
し
て
い
な
い
か

を
点
検
し
ま
し
ょ
う

※
火
災
救
急
発
生
状
況
（
3
月
ま
で
）

レ

匿

慧
一
旦
三
三
三
l
。
6

則
“
「
〓
」
‖
「
〓
「
“
司

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
ま
わ
り
の
危
険
物

▽
マ
二
手
ェ
ア
の
爆
発
で
失
明

マ
ニ
キ
ュ
ア
の
ブ
タ
が
取
れ
な
い

の
で
、
湯
に
つ
け
て
ゆ
る
め
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
容
器
内
の
圧
力
が
高

ま
っ
て
爆
発
し
、
取
り
扱
っ
て
い
た

婦
人
が
失
明
し
ま
し
た
。

▽
ヘ
ア
ー
ス
プ
レ
ー
で
や
け
ど

へ
ー
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
切
り
忘
れ

で
、
そ
ば
に
あ
っ
た
へ
ア
ー
ス
プ
レ

ー
が
加
熱
さ
れ
て
爆
発
し
、
取
り
扱

っ
て
い
た
人
が
や
け
ど
を
し
ま
し
た

※
日
頃
は
気
に
も
と
め
な
い
も
の
が
、

扱
い
方
一
つ
で
危
険
物
に
な
り
ま

す
。
お
互
い
に
注
惑
し
ま
し
ょ
う
。

☆
開
　
催

※
子
供
会
育
成
部
曇
研
修
会

▽
日
時
　
5
月
2
2
日
（
日
）

9
時
5
0
分
～
1
2
時

▽
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
子
供
会
の
惑
義
と
そ
の
あ
り

か
だ

水
道
工
事
当
番
店

（
5
・
6
月
）

▽
福
田
工
務
店
　
砥
話
㈲
0
1
6
8

5
月
1
0
、
1
4
、
1
8
、
2
2
、
齢
、
0
0
日

6
月
3
、
7
、
日
、
1
5
、
的
、
お
目

2
7
日

▽
高
崎
工
務
店
　
緒
話
の
1
6
2
5

5
月
H
、
1
5
、
1
9
、
2
3
、
2
7
、
3
1
日

6
月
4
、
8
、
1
2
、
1
6
、
2
0
、
2
4
日

純
白

▽
佐
伯
工
事
居
　
館
話
㈲
0
1
7
0

5
月
1
2
、
1
6
、
2
0
、
2
4
、
純
白

6
月
1
、
5
、
9
、
輪
、
1
7
、
2
1
日

鮪
、
約
日

∇
水
谷
工
務
店

悪
筆
局
（
0
。
背
黒
駕

5
月
1
3
、
1
7
、
2
1
、
2
5
、
飽
日

6
月
2
、
6
、
1
0
、
1
4
、
1
8
、
2
2
日

幼
、
0
0
日
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▽

時

間

みなさんの役場です。電話（3）1234

今
月
の
税
金

民
健
康
保
険
税

l

　

期

　

分

納

期

限

　

5

月

3

1

日

ま

で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

度
も
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
を
受
け
て
な
い
幼
児

▽
接
種
方
法

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
穂
後
、

俄
時
間
お
い
て
判
定
、
捻

挫
者
の
み
B
C
G
接
穂

▽
持
参
品
　
問
診
票
・
母
子
手
帳

※
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
鯵

▽
対
象
者
　
町
内
住
民
全
員

（
学
生
・
保
育
園
児
“
郵

業
所
勤
務
者
及
び
6
歳
未

満
児
は
除
き
ま
す
。
）

▽
そ
の
他

※
生
ワ
ク

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

必
ず
受
診
券
を
持
っ
て
来

て
下
さ
い
。

割
当
て
地
区
外
の
所
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

（
急
性
灰
白
髄
炎
）

6
月
1
日
（
水
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

技
与
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時

遠
賀
町
公
民
館
別
館

3
ヵ
月
－
1
8
カ
月
児

▽
接
種
方
法

予
防
接
理
法
の
改
正
に
よ
り
、
今
後

の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
接
種
・
投

与
の
前
日
か
ら
一
週
間
前
に
印
鑑
持

参
の
う
え
、
役
場
で
問
診
票
を
受
け

取
り
、
接
種
・
投
与
の
当
日
持
参
下

さ
い
。
問
診
票
を
受
了
さ
れ
な
い
と

予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
　
（
〓
種
混

合）
▽
期
　
日
　
4
月
鉛
白
（
木
）

5
月
約
日
（
金
）

6
月
9
日
（
木
）

6
月
柳
日
（
水
）

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館
へ
郵

便
局
横
）

▽
対
象
者
　
第
1
期
　
生
後
2
4
－
偶
力

月
児

第
2
期
　
第
1
期
終
了
後

輪
～
1
8
カ
月
経
過
の
幼
児

▽
接
種
方
法

第
1
期
　
4
回
の
内
い
つ

れ
か
3
回

第
2
期
　
4
回
の
内
い
づ

れ
か
1
回

▽
持
参
品
　
問
診
票
・
母
子
手
帳

※
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・
B
c
G

▽
期
　
日
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

5
月
2
5
日
（
水
）

判
定
・
B
C
G

5
月
2
7
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時

受
付
　
鳩
時
1
0
分
～
1
4
時

接
謡
　
輪
時
如
分
～
1
5
時

遠
賀
町
公
民
館
別
飽

3
ヵ
月
－
3
歳
ま
で
に
一

▽
持
参
品

※
乳
児
相
談

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
対
象
者

▽
場
　
所

▽
持
参
晶

☆
募

生
後
3
ヵ
月
～
1
8
カ
月
の

閲
に
6
週
間
以
上
の
間
隔

を
お
い
て
2
回
投
与

問
診
票
・
母
子
手
帳

5
月
鳩
目
（
月
）

6
月
2
0
日
（
月
）

1
0
時
～
n
時
0
0
分

1
歳
未
満
児

役
場
保
健
室

母
子
手
帳

集
　
中

※
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
員

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
績
成
さ
れ
、
ク

ラ
ブ
鼠
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
増
し
込
ん
で
下
さ
い
。

▽
練
習
日
　
5
月
か
ら
毎
週
日
曜
日

▽
時
　
燭
　
午
前
9
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
　
患
門
小
学
没
グ
ラ
ン
ド

▽
対
　
象
　
小
学
校
1
年
生
よ
り
6
年

生
ま
で
の
男
子

▽
会
　
費
　
1
ヵ
月
五
百
円

▽
申
込
み
　
新
町
、
柳
瀬
雄
治
（
種
話

約
2
2
2
2
）
ま
で

※
遠
賀
町
勤
労
者
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員

町
内
在
住
の
勤
労
者
を
対
象
に
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
年
令
・
男
女
は
闘
い
ま
せ
ん
の

で
、
お
気
軽
に
御
参
加
下
さ
い
。

加
入
希
望
の
方
は
、
練
習
日
に
遠
中

体
育
館
に
お
い
で
下
さ
い
。

▽
練
習
日
時
　
毎
週
火
、
木
曜
日

午
後
1
時
～
9
時
3
0
分

※
和
裁
教
室
生
徒

遠
賀
町
中
央
公
民
館
で
は
、
6
月
か

ら
和
裁
教
室
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
早
目
に
申

込
ん
で
下
さ
い
。

▽
募
集
期
間
　
5
月
3
1
日
ま
で

▽
募
集
人
員
　
3
0
人
（
定
員
に
な
り
次

第
〆
切
り
ま
す
。
）

∇
場
　
所
　
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
月
　
謝
　
　
二
千
五
百
円
（
他
に
教

科
蕾
代
と
し
て
八
千
円

程
度
必
要
で
す
。
）

∇
舐
　
師
　
　
長
谷
川
菊
江
先
生

▽
開
設
日
時
　
6
月
6
日
（
月
）
か
ら

毎
週
月
職
日
、
午
前
9

時
0
0
分
－
午
後
3
時

▽
期
　
間
　
　
5
2
年
6
月
～
諭
年
5
月

※
「
九
州
青
年
の
船
」
の
団
員

▽
応
募
資
格
　
満
2
0
歳
～
2
6
歳
ま
で
の

勤
労
者
（
級
年
4
月
1

日
現
在
）

▽
訪
問
地
　
　
中
華
人
民
共
和
国

▽
申
込
締
切
　
5
月
2
1
日
（
土
）
ま
で

▽
申
込
み
、
問
い
合
せ
は
教
育
委
員
会

（
構
霜
③
1
3
5
5
）
ま
で


